
永
和
本

『
太
平
記
』
考

は

じ

め

に

前
稿
・
今
井
1
3
で
、
永
和
本
は
、
「
『
太
平
記
』
全
体
を
書
写
す
る
つ
も

り
は
な

く
、
意
図

的
に
巻
三
二

を
選
ん
だ
」
こ

と
、
「
末
尾

の
ウ
ソ
の

寓

話
は
、
『
太
平
記
』

の
一
部
と

は
考
え

な

い
」

こ
と

に
言
及
し

た
。
小
稿

は
そ
の
詳
述
で
あ

る
が
、
ウ
ソ
の
寓
話
の
検
討
お
よ

び
そ
こ

か
ら
浮
か

ん

で
く
る
永
和
本

『
太
平
記
』

の
問
題
点
を
考
察
す

る
。

永
和
本
は
「
筆
者

の
関
心
に
従
っ
て
様
々
な
文
献

が
抜

き
書
き

さ
れ
た

、

雑
抄
と
呼

ぶ

べ
き

書
物
」
（
小
秋
元

段
0
5）

で
あ
り

、
以

下

、
書
冊
全
体

を
便
宜
的
に
《
雑
抄

》
と

称
し
、
そ
の
中
の

『
太
平
記

』
部
分
の
み
を

さ

す
場
合

は
「
永
和

本
『
太
平
記
』
」

と
呼

び
分
け
る

。
ま
た
、
『
太
平
記

』

の
巻
、
章
段
名

、
本
文

に
言
及
す
る
場
合
、
巻
三
二
以
外

は
神
宮
徴
古
館

本
に
よ

る
。

今
　

井

正

之

助

一
、《
雑
抄
》
の
諸
要
素
と
「
ウ
グ
イ
ス
と
ウ
ソ
と
の
寓

話
」

長
谷
川
端
0
2・
同
0
3を
参
照
し
て
、
《
雑
抄
》
の
「
雑
抄
」
た
る
様
態

を
示
す
。
も
と
表
部
分

『
太
平

記
』
巻
三
二
相
当

部
分

「

ウ
グ
イ

ス
と

ウ
ソ
と

の
寓
話
」

も
と
裏
白

部
分

「
酢
日
記
」
（
酢
の
作
り

方
）

『
穐

（
秋
）
夜
長
物

語
』

詩
文

・
経
文

「
蹴
鞠
口
伝
條
々
事
」

和

歌
九
首

御
子

左
家
系
図
な
ど

三
〇
丁

三
丁

半
丁
（
五
行

）

二
〇
丁
と
半

分

三
丁
三
丁
半
丁
半
丁
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そ
の
他
表
紙
裏
表
紙

長
谷
川
0
3
は
、
「

御
子

左
家
系

図
な
ど
」

に
つ

い
て

次
の
よ
う

に

述
べ
て
い
る
。

書
写

者
が
ど
う
い
う
人
物
か
を
考
え

る
意

味
で
は
、
和
歌

に
続

く
俊

忠
か

ら
為
明

ま
で
の
御
子
左
家
の
系
図
と

、
そ
の
左
方
に
あ

る
「
此

等
皆
御

堂
関
白

道
長

御
末
云

々
」
と

い
う
文

章
が
役
に
立
つ
か
と
思

わ
れ
ま

す
。
こ

れ
は
『
撰
集
抄
』

や
『
沙
石

集
』
に
出
て
く

る
勝

算

禅
師
の
名
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
ひ
と
つ
手
が
か
り
に
な
る
で
し
ょ
う

長
谷
川
0
2
の
示

す
、
こ

の
部
分
の
翻
字
資
料

を
左

に
掲
出
す

る
。
国
文

学
研

究
資
料
館

蔵
の
原
本
を
閲

覧
し
、
一

部
私
見

（
〔
　

〕
内

）
に
よ

っ

て
改
め
た

が
、
な
お
判
読
で
き
な

い
箇
所

が
多

い
。
識
者
の
示

教
を
請
う

。

俊
忠
－
俊
成
－
定
家
－
為
家
－
為
氏
－
為
世
-
為
道

為
藤
為
明

此
等
皆
御
堂

関
白

道
長

御
末

或
時

、
風
紙
吹
前
来

〔
在
〕

載
之
。

為
世
者
日
吉
社

リ
、
門
主
〔
風
卜
云
〕
字
在
。
今
古
今

道
長
、
法
成
寺
作
。
御
見
リ
〔
息
女
〕
上
乗
門
院
、
一
条
院
后
也
。

御
悩
在
。
冬
季
ナ
リ
。
桜
〔
梅
〕
ヲ
願
給
ヲ
、
三
井
寺
修
学
御
僧
正

勝
算
禅
師
、
即
屋
前
雪
上
桜
〔
梅
〕
木
加
持
、
即
桜
〔
梅
〕
カ
レ

〔
ナ
レ
リ
〕
。

無
動
法
師
目
〔
因
〕
幡
注
記
助
立
〔
円
〕

相
卒
事
ナ
シ
顛
倒
起

心
静
〔
源
〕
清
レ
ハ
、
衆
生
本
ヨ
リ
仏
也
。

御
子

左
家
系
図

に
つ

い
て
は
「
為
世
者
日

吉
社

」
と

あ
る
こ
と
に

注
目
し

た
い
。

は
不
明

で
あ

る
が
、
俊

成
以

来
、
御
子
左

家
が
日
吉

社
を
篤

く
信
仰
し
た
こ
と

は
佐
藤
恒
雄
9
2
に
指
摘
が
あ
り

、
系
図
は
日
吉

信
仰
と

の
関
わ
り
で
掲
示

さ
れ
た
に
違

い
な
い
。

「
或

時
・：
古

今
載
之
」

も
為

世
に
関
わ

る
か
と

推
測
す

る
が
、

わ
か
ら

な

い
。

「
御

悩
在
・：
梅
ナ
レ

リ
」
は

、
一
条
院

が
病

の
折
、
梅

を
所
望
し

、
三

井
寺
修

学
院
の
勝
算
禅

師
が
加
持
し
た
と
こ

ろ
、
冬
季
に
も

か
か
わ
ら
ず

雪
上

の
梅
木
に
梅
の
実

が
生
っ
た
、
と

い
う
内
容

で
あ
り

、
『
元

亨
釈
書
』

巻
一
一

感
進
四
之
三

に
近

い
。

「
無

動
法

師
因

幡
注

記
助
円
」

も
不
明
で

あ

る
が
、
無
動

寺
は
相

応
の

創
建
で

あ
り

、
吉
川
弘
文
館

『
国
史
大
事
典
』

に
よ
れ
ば

、
相
応

は
日
吉

社
の

造
営

に
尽

力
し
た
人

物
と

い
う
。

『
秋

夜
長
物

語
』
は

、
周
知

の
よ
う

に
比

叡
山

の
僧
桂

海
と
、
三
井

寺

の
稚
児

梅
若

と
の
悲
恋
譚
で

あ
る
。

さ
て

、
「
ウ

グ
イ
ス
と

ウ
ソ
と

の
寓
話
」
（
以
下

「
ウ
ソ
の

寓
話
」

と
略

称
）
は

、
次

の
よ
う
な
内
容
で

あ
っ
た
。
「
今
年

ノ
春
」
（
寓
話

の
末
尾
に
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「
永
和
元
年
三
月
嵯
峨
ノ
釈
迦
堂
大
念
仏
中
、
其
門
前
二
立
札
也
」
と
あ

る
）
、
都
内
外
の
梅
も
桜
も
ウ
ソ
に
食
い
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
鴬
が

激
し
く
な
じ
る
と
、
ウ
ソ
は
、
武
家
の
み
が
栄
え
、
「
神
威
モ
カ
ル
ク
、

仏
法
・
王
法
モ
ナ
キ
ガ
如
ナ
ル
」
「
花
ノ
都
」
を
嘆
い
た
神
々
の
仰
せ
に

従
っ
た
ま
で
で
あ
る
、
と
答
え
た
。
そ
の
「
神
威
」
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
例

証
と
し
て
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

抑
又
日
吉
神
輿
、
昔
ナ
ラ
マ
シ
カ
バ
両
三
ヶ
月
ノ
中
ニ
モ
造
替
ア
リ

ナ
マ
シ
。
然
二
年
カ
サ
ナ
リ
月
隔
リ
ヌ
レ
ド
モ
、
其
ア
シ
ト
テ
ハ
諸

国
二
被
懸
テ
四
海
ノ
民
ノ
歎
卜
（

成
ヌ
レ
ド
モ
、
イ
マ
ダ

ー
社
ノ
御

レ
バ
、
神
峙
ノ
波
空
ク
シ
ボ
ミ
、
麓
ノ
猿
ノ
悲
ミ
叫
フ
。
此
神
ノ
祭

礼
タ
ヘ
ナ
バ
、
君
モ
国
モ
ア
ヤ
ブ
ミ
必
ズ
多
カ
ル
ペ
シ
ト
云
事
（

神

詫

ニ
モ
旧

記
ニ
モ
事
旧

タ
ル
事

ゾ
カ
シ
。

傍
線
部

の
卯

月
は
、
陰
暦
四
月
の
中

の
申

の
日

に
行
な
わ

れ
た
山
王

祭

（
日

吉
祭
）
、
五

月
の
御
祭

は
、
「
中
世

に
は
毎
年
五

月
に
執
行

さ
れ
て

い

た
大

衆

の
祭
と
し

て
の

日
吉
小

五
月
会
」
（
下

坂
守
0
1
三

頁
）
を

さ
す

。

後

者
は
「

本
祭

の
日
吉

祭
よ
り

も
大

規
模
に
執

行

さ
れ
て

い
た
」
（
同

）

と

い
う

。
両
祭

は
性
質
を
異

に
す

る
よ

う
で
あ

る
が
、
「
花

ノ
都
」
を

問

題
に
し
て

い
て
日

吉
社
関
連
の
祭
の
み

に
言
及

す
る
点
注
目

さ
れ
る
。

《
雑
抄

》
を

構
成
す
る
諸
事
項
に
は
、
未

解
明

の
部
分
が
多
く
残

さ
れ

て
お
り
、
右

に
た
ど
た
ど
し
く
拾

い
集
め
た
延
暦

寺
、
日
吉
社
、
三
井

寺

と

い
う
要
素
も

特
定
の
宗
教
的
立
場
に
収
斂

す
る
の
か
不

明
で
あ

る
。
し

か
し
、
「
酢
日
記
」

が
記
さ
れ
る
な
ど
雑
抄

に
は
違

い
な

い
が
、
「
本
文

は

す
べ
て
同

一
筆

者
の
手

に
な

る
も

の
」
（
小

秋
元
0
5
）
で
あ
り

、
本

書
が

総
体
と
し
て
或
ま
と
ま
り

を
感
じ
さ
せ

る
こ
と

も
た
し
か
で
あ

る
。
《
雑

抄
》
の
筆
録
者
像
を
思

い
描

く
手

が
か
り
を

さ
ら
に
探
求
し
て

い
く
必
要

が
あ
ろ
う

。
永
和
本

『
太
平
記
』

が
「
『
洞
院
公

定
日
記
』

に

い
う

『
太

平

記
』
作
者
小
島
法
師

の
円

寂
（
応
安
七
年

（
一
三
七
四
）
四
月

）
か
ら

ご
く
僅
か
の
間
に
写

さ
れ
た
、
『
太
平
記
』
最

古
の
写
本
」
（
長
坂
0
8
）
で

あ
る
こ
と
を

考
え

れ

ば
、
『
太
平

記
』
そ

の
も

の
の
成
立
圏

に
も
つ

な
が

る
可

能
性
が
あ
る
。
あ

る
い
は
《
雑
抄
》
と

『
太
平

記
』
と

が
異

な
る
環

境
下

で
成
立
し
て

い
た
と
し

て
も
（
小
稿

の
四

に
述

べ
る
よ
う

に
こ
ち

ら

の
可

能
性

が
高

い
）
、
成
立
間

も
な

い
時

期
の
享
受

の
広

が
り

や

『
洞

院

公

定
日
記
』
に

い
う
「
近
日

翫
天

下
」
の
実
情

を
さ
ぐ
る
上
で

、
貴
重
な

事

例
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

な
い
か
ら
で
あ

る
。

二
、
日
吉

神
輿
と

「
ウ
ソ
の

寓
話
」

永
和
本
『
太
平
記
』
は
、
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
三
月
一
三
日
の
夜
、

東

寺
・
淀

・
鳥
羽
の
陣

を
撤
退
し

た
南
朝

勢

が
、
八
幡
の

神
託
に
よ
り

、

父

足
利

尊
氏
に
背
く
直
冬
を

大
将
と
す

る
こ
と

の
非
を
さ
と
り

、
国
々
へ

の
帰

途
に
つ

い
た
、
と

い
う
記

事
で
終
わ

る
。
日

吉
神
輿
の
造
替

が
な
く
、

日

吉
祭
が
行
わ
れ
な

い
と

い
う
事
態
は
、
そ

れ
か
ら
一
四
年
後

の
応

安
二

年

（
一
三

六
九
）
に
始
ま
り

、
康
暦
元
年

（
一
三

七
九
）
ま
で
続

く
。
こ

と

の
発

端
は
延
暦
寺
と
五
山

の
対
立

が
産

ん
だ
い
わ

ゆ
る
応
安

の
嗷
訴

事

件

（
応
安
元
年

八
月
二

九
日
）
で

あ
り

、
『
太
平
記

』
に

は
そ
の
前
段

階
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を
な
す
南
禅
寺
と
三
井
寺
と
の
対
立

（
巻
四

〇
「
三

井
衆
徒
訴
訟
之

事
」
）

の
み

が
記

さ
れ
て
い
る
。

「
日
吉
七

社
の
神
輿
は
平
安
時
代
以
来

、
強
訴

時
の
入
洛

に
よ

っ
て
穢

れ
た
時
は
、
朝
廷

が
あ
た

ら
し
く
造
り

替
え

る
習

わ
し
」
（
下

坂
1
1
1
1

一
五

六

頁

）
と
な
っ
て

お
り

、
「
受

領
へ
の
賦

課
や
特
定

の
国
役
を

も
っ
て
工

面

し

て
い
た
」
（
同

）
が
、
鎌

倉
末
期
に

は
朝
廷

・
幕

府
に
、

神
輿
造
替

に

限
ら

ず
「
日
吉

社
の
神
事
費
用
に
日
吉
神
人

を
中
心
と
し
た
京
都

の
土
倉

へ

の
課
役
」
（
同

六
八
頁
）
を
目
論
む
動
き

が
生

じ
て
い
た
。

神
輿
造
替

が
問
題

に
な
っ
て

い
た
応
安
三
年

（
一
三
七

〇
）

に
は
、
時

の
管
領
細
川
頼
之

が
後
円

融
天
皇
即
位

・
幹

仁
親
王

立
坊
費
用

の
捻

出
を

は

か
り
、

神
輿

造
替
を
見

返
り

と
し

て
、

土
倉
へ

の
課
役

を
持

ち
か

け

「
御

譲
国
料
足
」

の
徴
収

に
成
功
す

る
。
そ
の
結

果
、
翌
四

年
三
月

に
は

神
輿
造
替
事
業

が
動

き
始
め
る

が
す
ぐ

に
頓
挫
し

、
約
束
を
破

ら
れ
た
衆

徒
は

「
堂
舎

閉
籠
」

の
挙
に
出
る
。
幕
府
は

一
年

後
の
五
年
七
月

、
国
々

の
段
銭
を
も

っ
て

造
替
費
用
に
あ
て

る
こ
と

で
衆
徒
の
怒
り
を
収

め
、
九

月

に
造
替
奉
行

が
任

命
さ
れ
る

が
造
替
事
業

は
滞
り

、
六
年
六
月

に
衆
徒

は
「
神
の
乗
御
」

な
き
神
輿
（
空
輿
、
古
御

輿
）
を
延
暦
寺
に
振
り
上

げ

る
。
幕
府
は
八
月
に
「
造
替
行
事
所
」
を
構
築
す

る
が
事
態
は
変
わ

ら
ず
、

つ

い
に
応

安
七
年

（
一
三
七
四

）
六
月

、
七
基

の
古

御
輿

が
入

洛
す

る
。

こ
こ

に
幕
府
と
衆
徒

の
対
立

は
決
定
的
と

な
り
、
日

吉
七
社

の
空
輿

は
、

こ
の
後
、
実

に
五
年

の
長

き
に
わ
た
り
祇
園
社

に
安

置
さ
れ
た
ま
ま
と

な

る
（
以
上
、
下
坂

い１１
七
〇
～
七
三
頁
に
よ

る
）
。

ウ
ソ
の
寓
話

の
末
尾

に
は
「
永
和
元
年
三
月
嵯

峨
ノ
釈
迦
堂
大
念

仏
中
、

其
門
前
二
立
札
也
。
狂
言
倚
語
之
謬
ヲ
以
テ
、
仁
議
礼
智
信
之
実
ヲ
知
セ

ン
ト
ノ
意
歟
」
と
あ
る
。
こ
の
寓
話
が
立
札
に
掲
げ
ら
れ
た
と
い
う
永
和

元
年
（
一
三
七
五
）
は
、
ま
さ
に
そ
の
応
安
七
年
の
翌
年
で
あ
る
。

小
秋
元
0
5は
「
こ
れ
よ
り
あ
と
に
こ
の
物
語
が
記
さ
れ
た
か
も
し
れ
な

い
し
、
こ
の
年
時
に
仮
構
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
こ
の
物
語
自
体
、
仮

構
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
）
」
と
述
べ
て
い
る
。

嵯
峨
の
釈
迦
堂
（
清
涼
寺
。
多
く
の
貴
賎
が
参
集
し
、
宗
派
的
に
も
当

事
者
で
は
な
い
場
所
と
し
て
選
定
さ
れ
た
か
）
に
実
際
に
立
札
が
掲
げ
ら

れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
永
和
元
年
三
月
は
、
応
安
七
年
の
翌

年
の
、
本
来
な
ら
ば
日
吉
祭
が
行
わ
れ
る
四
月
直
前
の
、
実
に
的
確
な

「
設
定
」
と
評
せ
る
。
神
輿
造
替
の
交
渉
が
か
ろ
う
じ
て
続
い
て
い
た
応

安
年
間
に
は
「
花
ノ
都
」
へ
の
絶
望
を
物
語
る
こ
の
寓
話
が
生
じ
る
余
地

は
少
な
く
、
永
和
三
年
二
月
に
は
裏
面
に
秋
夜
長
物
語
が
書
写
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
ウ
ソ
の
寓
話
が
成
立
し
た
の
は
永
和
二
年
の
可
能
性

も
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
二
年
の
成
立
を
あ
え
て
前
年
に
仮
構
し
た
と

ま
で
考
え
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
「
永
和
元
年
三
月
」
と
い
う
年
記
は
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

三
、「
ウ
ソ
の
寓
話
」
と
『
太
平
記
』
巻
三
二
の
関
わ
り

前
述
の
よ
う
に
ウ
ソ
の
寓
話
は
、
「
花
ノ
ミ
ヤ
コ
」
に
武
家
の
み
が
栄

え
、
朝
家
の
君
も
臣
も
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
日
吉
の
祭
礼
も
途
絶
え

「
神
威
モ
カ
ル
ク
、
仏
法
・
王
法
モ
ナ
キ
ガ
如
ナ
ル
世
中
」
に
な
り
果
て
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て

い
る
と

嘆
く
。
な
お
、
以

下
の
《
雑
抄
》
の
引
用

に
際
し
、
句
読
点

・

濁
点

を
施
し
た

。
繰
り
返
し
記
号

「

く

」

は
、
「

朽
テ

く

セ
ヌ
↓

朽

テ
朽

セ
ヌ
、
四

海
ニ
ヲ
く

ヰ
マ
シ

く

「

↓

四
海

ニ
ヲ

ヽ
ヰ
マ

シ
マ
セ

バ
」

の
よ
う

に
、
適
宜
通
常
の
形
式
に
置
き
換
え
た

。

清
和
ノ
御

流
ト

シ
テ
朽
テ
朽
セ
ヌ
金
ニ

タ
ト
ヘ

ラ
レ
タ
ル
源
氏
ノ
正

嫡
卜
成

テ
、
三
代

相
継
ノ
征
夷
将
軍
ニ
テ
、
瀧
山

ノ
雲

四
海
ニ
ヲ

ヽ

ヰ
マ
シ
マ
セ
バ
左
右
ニ
ア
タ
（

ズ
。
其
外
ノ
四
夷

ノ
ヨ
モ
ノ
ヱ

ビ
ス

ト
モ
国

々
ヨ
リ

上
り
集
テ
洛
中
二
充
満
テ
、
武
家

ノ
号

ヲ
借
テ
九
重

ヲ
管
領

シ
、
君

ヲ
キ
ミ
ト

モ
仰
奉
ラ
ズ
、
臣
ヲ
臣
ト

モ
ヲ
モ
ク
セ
ズ

。

或
茅
生
ノ
庭
卜
成
テ
御
身
ヲ
カ
ク
ス
栖
モ
無
シ
。
（
後
略
一
宮
方
も

吉
野
山
中
に
苦
し
む
と
の
記
述
を
挟
ん
で
、
日
吉
神
輿
・
祭
礼
の
記

事
に
続
く
）

傍
線
部
の
朝
家
衰
微
の
記
述
に
よ
く
似
た
表
現
が
、
ウ
ソ
の
寓
話
に
先

立
つ
『
太
平
記
』
「
京
軍
事
」
に
見
い
だ
せ
る
。

昨
日
、
神
南
ノ
合
戦
二
、
山
名
打
負
テ
本
ノ
陣
へ
引
返
シ
ヌ
ト
聞
ケ

レ
バ
、
将
軍
（

比
叡
山
ヲ
オ
リ
ク
ダ
リ
、
三
万
余
騎
ノ
勢
ヲ
率
シ
、

東
山
二
陣
ヲ
取
、
仁
木
左
京
大
夫
頼
章
（

、
丹
波
・
丹
後
ノ
勢
、
二

千
余
騎
ヲ
順
ヘ
テ
、
嵐
ノ
山
二
取
ア
ガ
ル
。
京
ヨ
リ
南
、
淀
・
鳥

羽
・
赤
井
・
八
幡
二
至
マ
デ（

、
宮
方
ノ
陣
卜
也
、
東
山
・
西
山
・

テ

ヘ

荊
棘
扉
ヲ
掩
ヘ
リ

。

こ
こ

に
描

か
れ
て

い
る

の
は
、
ま
さ
に
「
神
威

モ
カ
ル
ク
、
仏
法

・
王

法
モ
ナ

キ
ガ
如

ナ
ル
世
中
」

の
あ

り
さ
ま
で
あ

る
。
ウ
ソ
の
寓
話
と

「
京

軍
事
」
と

の
一
致
は
偶
然
で
は

な
か
ろ
う
。
こ

の
文
和
四

年
の
合
戦

の
後
、

永
和
元
年

に
い
た
る
ま
で
京
都
を

主
舞
台
と
し

た
合
戦
は
起
こ
っ
て

い
な

い
。
康
安
元
年
（
一
三
六
一
)
　
一
二
月
に
は
、
南
朝
に
降
っ
た
細
川
清
氏

と
南
軍
と

が
一
時
的
に
京
都
を
占

拠
す
る

が
、
義

詮
は
後
光
厳
帝
を
擁
し

て
近

江

に
逃

れ
、
洛

中
で

の
戦
闘

は
生

じ
て

い
な

い
（
神

宮
徴

古
館

本

『
太
平
記
』

巻
三

六
）
。

ウ
ソ

の
寓
話
は
、
文
和
四
年

の
合
戦
に
よ

る
京

都

の
疲
弊

が
永
和
元

年
当
時

の
世
相
を
招

い
た

、
と

み
な
し
て

い
る
も

の
と

思
わ

れ
る
。

さ
て

、
ウ
ソ
の
寓
話
は

、
そ

の
前
に
記

さ
れ
て

い
る

『
太
平
記
』

の
一

部
な
の

か
、
別
個
の
も
の

な
の
か
、
両
説
あ

る
。

本
書

を
最

初
に
紹
介
し

た
高
乗

勲
5
5は
、
こ

れ
を
「
太
平
記
全
体

の
記

事

に
対

す

る
寓
話

と
し
て

最
後

に
付

加
し

た
」

と
み

な
し
、
「
太
平
記

は

巻
三
十
二

を
も
っ
て
一
応
完
成

の
時
期

が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と

推

定
し
た

。
そ
の
上
で
「
こ

の
内
容

が
武
家
方
を

か
な
り
強
く
非
難
し
て

い

る
の
で

、
将
軍
治
下
の
当
時

に
於
て
は
こ

れ
を
意

識
的
に
削
除
し

た
」

結
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果
、
他
本
に
は
伝
わ

ら
な
か
っ
た
と
の
考
え

を
示
し

た
。
横
井
清
9
7も
ほ

ぼ
同
様
の
見
解
に
立

つ
。

こ
れ
に
対
し
、
長
坂

成
行
8
6
は
「
文
和
四
年

（
一
三
五
五

）
の
記
事

の

後
に
、
何
故
約
二
十
年
間

の
空
白

を
お

い
て
永
和
元
年

（
一
三

七
五
）

の

落
書
が
記
さ
れ

る
の
か

、
説
明

に
苦
し
む
」
と
疑
問
を

投
げ
か
け
た
。

ま
た

、
長
谷

川
0
3
は
、
『
太
平

記
』
本
文

最
終
行
下

に
朱
花
押

が
あ

る

こ

と
、
『
太
平

記
』

は
半
葉
一
四
行

、
寓
話

は
一
三
行
と

体
裁
を
異

に
す

る
こ
と

に
注

意
を
促
し

、
「
高
乗

先
生
は
じ

め
皆
さ

ん
今

ま
で

は
一
緒
の

も
の
と
考
え

て

い
ら
し

た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
私

は
、
ち

ょ
っ
と
そ
の

へ
ん
は
保
留

し
て
お
き

た
い
、
む
し
ろ
違
う
だ
ろ
う
と

い
う

ふ
う
な
考
え

方
で
す
」
（

二
（

七
頁
）
と

述
べ
て
い
る
。
小
秋
元
0
5も

「
現
存

諸
本
中

、

永
和
本
以
外
に
こ
の
物
語
を
併
記
す
る
本
は
な
く
、
ま
た
両
者
の
書
写
態

度
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
物
語
は
本
来
『
太
平
記
』
に
付
随
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
（
一
二
五
頁
）
と
い
う
。

小

稿
も
こ

れ
ら
の
疑
義
は

も
っ
と

も
な
こ
と
と
考
え

る
。
今
＃
1
3
に
述

べ
た
よ
う
に
、
宝
徳
本

・
書

陵
部
本
・
武
田
本
な
ど
他

の
永
和

本
系
に
こ

の
寓
話
部
分
が
な

い
こ
と
も

疑
義
に
与
す
る
理
由
で
あ

る
が
、
長
谷
川
0
3

の
次
の
指
摘
も
大
き
な
意
味

を
持

つ
。

ど
ん
な
写

本
で
も
刊

本
で
も

、
『
太
平
記

』
巻
第

い
く
つ

い
く
っ
っ

て
い
う
ふ
う
に
、
各
巻

の
巻
頭

に
あ
る
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
、
永
和

本
に
は
そ
れ
が
あ
り
ま
せ

ん
。
（
一
五
九
頁
）

『
太
平
記
』

の
写
本

に
お

い
て
目

録
題
と
内
題

の

い
ず
れ
か
を

欠
く
例

は
あ
る
が
、
尾
題
も
ふ
く
め
一
切

記
さ
な
い
の
は
き
わ
め
て
異

例
で
あ
る

。

《
雑
抄

》
は
『
太
平
記
』
と

い
う

作
品
を
書
写
し

よ
う
と
し
た
も

の
で
は

な

い
、
本

書
収
載

の
他

の
記

述
と
同

様
に

一
つ

の
〃
資
料

″
と
し

て
巻
三

二
の
み

を
書
写

し
た
も
の
で
あ

る
、
と
み
な
す

べ
き
で
あ
ろ
う

。

高
乗
5
5
は
「
太
平
記
の
巻

が
多

い
の
に
巻
三
十
二

に
こ
の
物
語

が
書
か

れ
て

い
る
の
も
最
後
の
巻
で
あ

っ
た
か
ら
と
考
え

る
方
が
、
途
中

の
巻
を

適
宜
と
り

あ
げ
て
用

い
た
と
考
え

る
よ
り
も
自
然

で
あ
る
」
と
も

述
べ
て

い
た

。
寓
話
と

太
平
記
と
を
別
個

の
も
の
と
す

る
場
合
、
な

ぜ
「
途
中
の

巻
」
で

あ
る
巻
三

二
の
末
尾

に
寓
話
が
続
け
ら

れ
て
い
る
の
か

、
説
明

に

窮
す

る
こ
と

が
別
個
説
の
歯
切

れ
を
悪

く
し
て

い
た
一
面

が
あ

る
よ

う
に

思
う
。
し

か
し
、
先
述
の
よ
う

に
、
本
書

が
意

図
的
に
巻
三
二
を
資

料
と

し
て

選

ん
で
書
写

し

た
と
考
え

れ

ば
、
「
途
中

の
巻
」

で

あ
る
こ

と
も

、

『
太
平
記
』

の
書
写
と
し
て
は
異

例
で
あ

る
こ
と

の
不

審
点
も
解
消

す
る
。

四

、
「
ウ
ソ

の
寓
話

」
と

『
太
平
記
』

前
項
で
は
主
に
形
式
面
を
中
心
に
し
て
、
ウ
ソ
の
寓
話
と
『
太
平
記
』

と
を
別
個
の
も
の
と
み
な
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
。
た
だ
し
、
京
都
疲
弊

の
表
現
面
の
類
似
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
寓
話
が
『
太
平
記
』
の
一
部
と

い
う
説
の
補
強
材
料
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
以
下
、
寓
話
と
『
太
平
記
』

の
内
容
を
巻
三
二
以
外
の
巻
を
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
お
く
。

１
「
近
衛
関
白
」

前
項
に
引
用
し
た
京
都
の
君
臣
の
零
落
記
事
に
つ
づ
い
て
、
南
朝
は
さ
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ら

に
苦
境

に
陥
っ
て

い
た
こ

と
が
語
ら
れ
る
。

況
ヤ
天
照
大
神

ノ
御
口

嫡
ト
シ
テ
神
代
ヨ
リ
御

譲
ヲ
受

テ
、
三

種
ノ

神
器
ヲ
帯

シ
マ
シ
マ
セ
ル
君

ヲ

バ
、
モ
ロ
コ

シ
ヤ
吉

野
ノ
山
ノ
雲
ノ

奥

二
苔
ノ
莚

ヲ
綿
ノ
シ
ト
ネ
ニ
カ
ヘ
、
草
ノ
枕
ヲ
珊
瑚

ノ
床
二
並
テ
、

難

波
津
ノ

梅
ノ
冬

籠
セ

ン
古

ヘ
ヨ
リ

カ
ス

カ
ナ
ル

御
ス

マ
イ
ナ

レ

バ
、
適
賢
臣

・
忠
臣

ノ
義
ヲ
存

ジ
、
命
ヲ
輕

ジ
テ
添
イ

奉
ラ
ル

ヽ
中

テ
、
北
藤
波
（
注
、
藤
原
北
家
）
未
営
サ
カ
フ
ル
色
モ
マ
ダ
シ
。
其

外
ノ
三
家
（
注
、
北
家
以
外
の
南
家
・
式
家
・
京
家
）
ノ
公
達
、
名

家
ノ
人
々
井
有
職
ノ
輩
、
皆
各
シ
ヅ
カ
藁
屋
二
宿
ヲ
借
り
、
シ
ラ
ヌ

山
ガ
ツ
ヲ
ト
モ
ト
シ
、
麻
ノ
衣
二
身
ヲ
ヤ
ツ
シ
、
花
ノ
色
二
染
ベ
キ

衣
モ
ナ
ク
、
時
雨
二
惜
ス
ペ
キ
袖
モ
ナ
シ
。
只
夏
（

ウ
ツ
セ
ミ
ノ
鳴

ク
ラ
シ
、
冬
（

霜
ニ
セ
メ
ラ
ル
ヽ
風
情
也
。
サ
レ
（

首
陽
ノ
蕨
ダ
ニ

モ
乏
シ
ク
、
周
ノ
粟
モ
稀
テ
ン
テ
、
伯
夷
叔
斉
力
昔
二
相
似
タ
リ
。

雲
井
ノ
花
ヲ
霞
ノ
外
二
隔
ヌ
レ
バ
、
モ
、
シ
キ
ノ
大
宮
人
ノ
桜
カ
ザ

シ
シ
昔
ヲ
ノ
ミ
思
出
テ
、
ト
モ
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ
ア
サ
ギ
ヨ
メ
ヲ
此
春
計

卜
眺
三

ヒ

シ
言

ヲ
モ
忘
（

テ
給
ヘ
ル
憂
世
ナ
レ

バ
、
百
王

守
護
ノ
ハ

幡
大
菩
薩
モ
、
藤
家
曩

祖
ノ
春
日
ノ
大
明
神
モ
イ

カ
計

ノ
神
襟
ヲ
カ

ナ
ヤ
マ

シ
マ
ス
ラ
ン

。

北
朝
で
は
近
衛
道
嗣
が
康
安
元
年
（
一
三
六
一
)
　
一
一
月
か
ら
貞
治
二

年
（
一
三
六
三
）
六
月

の
間

関
白

を
勤
め
て

い
る

が
（
永
和
元

年
三

月
当

時
は
二
条
師
良
）
、
右
の
傍
線

部
は
南
朝
に
関
わ
る
記
述

の
一
節
で
あ
る
。

南
朝
の
人
事
を
探
る

に
際
し

、
信
頼
で
き
る
史
料
は
少
な

い
が
、
小

木
喬

6
1は
南
朝
歴
代

の
関
白

お
よ

び
『
新

葉
集
』
の
四
関
白
を

次
の
よ
う
に
考

証
し
て

い
る
。

〔
歴
代

〕
①
二

条
師
基
　

②
近
衛

経
家
　

③
二
条

教
基
　

④

一
条
内

嗣

⑤
二
条

教
基
　

⑤

一
条

教
頼
　

⑦
二
条
長
－

（
冬
実
）
　

⑤
近

衛
某

〔
四

関
白

〕
１

関
白
左
大

臣
　

二

条
教
頼
／

２
入

道
前
関
白

左
大
臣

二
条
教
基
／
３

福
恩
寺
前
関
白
内
大

臣
　

二
条

師
基
／

４
光
明
台
院

入
道
前
関
白
左
大

臣
　

一
条
内

嗣

②
近
衛
経
家

は
「
正
平

八
年
（
今
井

注
。

コ

ニ
五
三
）

六
月
か
ら
十
二

月
の
間
に
南
朝

に
参
り

関
白
と
な

る
。
正

平
十
一
年
七
月
以

前
北
朝
に
降

る
。
以

後
不
明

。
元

中
六
年
死
去
」
（
小

木
著
三

〇
三

頁
）
、
⑨
近
衛
某
は

「
元
中
九

年
（
今
井

注
。

一
三

九
二

）
南
北

合
一
に
当

っ
て
後
亀

山
天
皇

の
御
供
を
し
て
京

都
に
出
た
関
白
」

で
あ
り
、
『
南
山
御

出
次
第
』
『
武
家

年
代

記
』
と
も

に
「
近
衛
殿
」
と

す
る
の
み
で
「
経
家

の
子

か
、
あ

る
い

は
弟
」
と

考
え

ら

れ
る

が
不

明
（
小

木
著
二

九
六
頁

）
。
永
和
元

年

二

三
八
)
当
時
の
南
朝
関
白
は
二
条
教
頼
で
あ
り
、
近
衛
家
に
は
該
当
者

が
い
な

い
の
で

あ
る
。

た
だ

し
、
『
太
平

記
』

巻
三
二

京

合
戦

は
文
和

四
年

（
正
平

一

〇
年
）

二

月
か
ら
三
月

に
か
け
て
起
こ
っ
て

お
り
、
②
近
衛

経
家

の
在
任
期
間

に

あ
た
る
。
し
か
し

、
ウ
ソ
の
寓
話

の
該
当

部
分
は

、
応

安
元

年
（

コ
ニ
六

八
）
　
一
二
月
の
義
満
の
将
軍
就
任
（
三
代
相
継
ノ
征
夷
将
軍
）
以
降
の
京

都
の
あ
り

さ
ま
と

、
応

安
二
年

（
一
三

六
九
）
か
ら
康
暦
元

年
（
一
三
七

九
）
ま
で
続
く
日

吉
神
輿
の
造
替

な
く
祭
礼

が
中

絶
し
た
事
件
の
記
述
と
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の

間

に

位

置

す

る

。
南

朝

の

関
白

の

記

事

の

み

正

平

一

〇
年
（

一
三

五

五

）

当

時

の

在

任

者

を

探

り

当

て

て

言

及

し

た

と

い

う

の

は

不

自

然

で

あ

り

、

『
太

平

記

』

巻

三

二

の

時

期

に

該

当

す

る

の

は

偶

然

の

一
致

と

み

な

す

べ

き

で

あ

ろ

う

。

で

は

な

ぜ
南

朝

の
廷

臣

の
筆

頭

に

近

衛

関

白

を

あ

げ

る

の

か

。②

近

衛

経

家

の

父

経

忠

は

か

つ
て

北

朝

の

関

白

で

あ

っ
た

が

、

南

北

朝

分

裂

ま

も

な

い

建

武

四

年

（
一

三

三

七

）

四

月

五

日

に

吉

野

に

出

奔

し

、

後

継

の

関
白

に

は

家

督

を

争

っ
て

い

た

従
兄

弟

の

近

衛

基

嗣

が
任

じ

て

い

る

。
『
南

朝

公

卿

補

任

』

な

ど

は

延

元

四

年

の

後

村

上

帝

受

禅

に

際

し

、

南

朝

の

関
白

と

な

っ

た

と

す

る

が
、

小

木

喬
6
1
は

こ

れ

を

否

定

し

て

い
る

（
二

八

八

頁

）
。

た

し

か

に

南

朝

で

の

関
白

就

任

は

疑

わ

し

い

が

、

後

醍

醐

帝

が

吉

野

に

移

っ

た

翌

年

、

現

任

の

関
白

が

出

奔

し

た

の
は

大

き

な

波

紋

を

よ

ん

だ

で

あ

ろ

う

。

こ

の

事

件

が

人

々

の

記

憶

に

残

り

、

ウ

ソ

の

寓

話

の
問

題

の

記

述

に

つ

な

が

っ

た

可

能

性

は

あ

る

か

も

し

れ

な

い

。

で

は

、
『
太
平

記

』

は

南

朝

の

関
白

に

ど

の

よ

う

に

言

及

し

て

い

る

か

。

こ

れ

も
事

例

は

少

な

く
以

下

を

数

え

る

の

み

で

あ

る

。

○
観
応
元
年
（
正
平
五
年
。
一
三
五
〇
）
　
一
二
月
、
高
師
直
ら
と
の
抗

争

の
過

程

で

態

勢

を

立

て

直

す

た

め

に

、

恵

源

（
足

利

直

義

）

が

南

朝

に

降

を

請

う

。

南

朝

で

は

公

卿

僉

議

が

あ

り

、

洞

院

左

大

将

実

世

の
拒

絶
意

見

に

対

し

て

「
二

条

関
白

左

大

臣

殿

」

が
降

参

を

受

け

入

れ
よ
う
と
主
張
し
て
い
る
。
（
巻
二
八
「
恵
源
南
方
合
躰
事
付
漢
楚
合
戦
事
」
）

○

延

文

五

年

（
正

平

一

五

年

。

一
三

六

〇

）

四

月

、

吉

野

の
将

軍

の

宮

が
謀

反

を

企

て

、

後

村

上

帝

は

「
二

条

前

関

白

殿

」

を

大

将

軍

と

す

る
追
討
軍
を
さ
し
む
け
る
。
（
巻
三
四
「
銀
嶽
合
戦
事
」
）

観
応
二

年
は
、
『
公

卿
補
任

』
に

「
今
年
十

一
月
武
家

申
天
下

事
於
賀

名
生
君
。
年
号
為
正
平

六
年
。
十
二
月
廿

五
日
被
渡
剣
璽
内

侍
所
」
と
注

記

が
あ

る
よ
う

に
、
「
正
平

一
統
」

が
実
現
し

た
年
で

あ
る
。
そ

の
中
に

「
散
位
　

前

権
大

納
言
　

正

二
位
　

二
条
同

師
基
〈

五
十

二

〉〈

十
二

月
廿

八
日
為

関
白
。
元
前

左
大
臣

従
一
位
云

々
。
於

南
山

〉」
（〈
　

〉
内

は
分

注
。
新
訂
増
補
国
史
大

系
の
凡
例

に
よ

れ
ば
「
云

々
。
於

南
山
」

は
山
科

言
継
及

言
経
自
筆

本
に
よ

る
補
訂
）
と

記

さ
れ
て

い
る
。
『
太
平

記
』
巻

二

八

の
記

事
は
そ

の
前
年
で

あ
り
、
「
二

条

関
白
左
大
臣
」

は
二

条
師
基

と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
『
補
任
』
は
観
応
二
年
一
二
月
二
八
日
に
関

白
に
な
っ
た
と

い
う

の
で
あ
り
、
『
参

考
太
平
記
』
は

「
公

卿
補
任
異
説
」

に
拠

る
「
追
称
」
（
呼

称
を

遡
ら
せ

た
、
の
意

）
か
と

い
う
。
小
木

喬
6
1

も
南
朝
に
関
白

が
置

か
れ
た
の
は
正
平

一
統
の
折

が
初
め
て

で
あ
る
と

い

う

三

二

七
頁
）
。
さ
ら
に
小
木
は

、「
元

前
左
大
臣
従
一
位
（
於
南
方
歟
）
」

と

い
う
記

載

も

「
補
任

筆

者
あ

る

い
は

補
筆

者

の
想

像

に
す

ぎ
な

い
」

三
一
一
八
頁
）
、
と

師
基
が
「
左
大
臣
」
で

あ
っ
た
こ
と
を

も
否

定
し
て

い

る
。
前
述
の
よ
う

に
小

木
は
、
師
基
を

『
新
葉
集
』

の
「
福
恩
寺
前
関
白
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内

大
臣
」
（
傍
線

は
引

用
者
）

と
み

な
す
。
正
平

六
年

一
一
月
七
日

に
北

朝
の
天
皇

・
皇
太
子

が
廃
さ
れ
た
後

の
、
一
一
月

コ
二
日

に
洞
院
公
賢

が

左
大
臣
に
任

ぜ
ら

れ
て

い
る
（
『
公
卿

補
任
』
観
応
二
年

、
『
園
太
暦
』
同

年
一
一
月
二
四
日
条
）
。
『
補
任
』

に
「
元

前
左
大
臣
」
と

あ
り
、
公
賢
以

前
に
師
基

が
南
朝

の
左
大

臣
で
あ

っ
た
可

能
性
は
否
定
し
き

れ
な

い
よ
う

に
思
う

が
、
「
関
白
左
大

臣
」

の
時
期

は
存

在
し
な

い
。



『
太
平

記
』
巻
三
四

の
「
二
条
前

関
白
」

に
つ

い
て
も

、
小
木

は
「
諸

書
こ
れ
を
師
基
と
し
て

い
る
が
、
筆

者
は
む
し
ろ
子

の
教
基
で

は
な

い
か

と
考
え
て
い
る
」
（
二
九
八
頁
）
と
い
う
。
翌
正
平
二
（
年
一
二
月
の
南

軍
京
都
侵
攻
時
の
記
録

に
「

宮
方
軍
勢
二
条
関
白
、
帥
大
納

言
師
基
御
息

入
京
」
（
「
神
護
寺
交

衆
任
日
次
第
」
。
大
日

本
史
料
六

編
二

三
冊

、
七

九

四
頁
）
と
あ
り
、
小
木
は
こ

の
二

条
関
白
を
教
基
と
み

な
し
て

い
る
（
二

九
九
頁

）
。
し
た

が
っ
て
、
正
平

一
五
年
時
点

で
追
討

軍
を
実
際

に
率

い

た
の
は

教
基
で
あ
っ

た
可

能
性
は

あ
る
。
し

か
し
、
『
太
平

記
』

は
「
二

条
前
関
白
」
と
称
し
て
お
り

、
巻
二

八
に
「
二
条
関
白
左
大
臣
」
と

あ
っ

た
人
物

を
想
定
し
て

い
る
と
思
わ

れ
る
。
『
太
平

記
』

に
お

い
て

は
両

者

は
同
一
人
物
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。

『
太
平

記
』
も

南
朝

の
人
事

に
詳

し
か

っ
た
わ

け
で

は
な

い
こ

と

は
、

二
条
関
白
左
大
臣
（
二
条
前

関
白

）
し
か
挙
げ
て

い
な

い
こ
と

や
「
二

条

関
白
左
大

臣
」

と

い
う
呼

称
に
疑

念
が
残

る
こ

と
か
ら
も

伺

い
知

れ
る
。

し
か
し

、
『
公

卿
補
任

』
の
よ
う

な
何
ら

か
の
記
録

に
拠
っ
て

い
る
の
で

あ
っ
て
、
根
拠
の
知

れ
な

い
ウ
ソ
の
寓
話
の
記
載
と
は
質
を
異

に
す
る
。

２
　
細
川
頼
之
の
評
価

南
朝
の
描
写
に
続
く
の
が
再
三
言
及
し
て
き
た
日
吉
社
関
連
の
記
事
で

あ
る
。
貞
治
六
年
六
月
の
三
井
寺
と
南
禅
寺
と
の
確
執
に
始
ま
り
、
南
禅

寺
住
持
定
山
祖
禅
の
顕
密
諸
宗
批
判
が
山
門
の
嗷
訴
を
招
き
、
翌
応
安
元

年
に
は
赤
山
明
神
、
日
吉
客
人
・
八
王
子
・
十
禅
師
、
応
安
二
年
に
は
日

吉
大
宮
・
二
宮
・
三
宮
・
聖
真
子
と
、
日
吉
七
社
の
神
輿
が
す
べ
て
入
京

す
る
こ
と
と
な

る
。

三

枝
暁
子
1
1
1
1

一
は
、
こ

の
嗷
訴
に
対
す

る
幕
府
と
公
家

の
対
応

に
つ

い
て

次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

こ
の
嗷
訴

の
過
程

を
み
た
と
き

に
注

目
さ
れ

る
の
は

、
最
終
的
に
は

山
門
の
要
求

を
の
ん
だ
に
せ
よ

、
幕

府
が
山
門
嗷
訴

に
謂
れ
な
し
と

の
立
場

で
の

ぞ
み
、
「
諸

国
之
軍

勢
」
に

よ
り
神
輿

入
洛
を

防
御
し

よ
う
と
し

た
こ
と

で
あ
る
。
こ
う
し

た
対
処
に

、
公
家

側
は
「
此
成

敗
尤
可
レ
有
二
猶
予
一
事
歟
、
山
門
訴
訟
宥
沙
汰
、
古
来
之
儀
、
毎
度

之
事

歟

、
今

度
武

家

沙
汰

之

趣
、
不

レ
被
二
甘

心
・
、
可

筑

心
々

々
」

と
し
て
対
照

的
な
態
度
を
み
せ
て

い
る
。
（
三
四

一
頁

）

幕
政
を
取
り
仕

切
っ
て

い
た
の
は
管
領

細
川
頼
之
で

あ
る
が
、
下
坂
守

い
1
1
1
1

は
「
嗷
訴
終
了

後
、
張

本
人
を
出
頭

さ
せ

な

い
衆
徒

に
怒
っ
た
頼
之
は
、

嗷
訴
で

穢
れ
た
神

輿
の
造
替

を
拒
絶
し

続
け
て

い
た

（
『
日
吉
神

輿
御
入

洛
見
聞
略
記
』
）」
（
七
一
頁
）
と

い
う

。
小
稿
の
二

に
引
用

し
た
よ
う

に
、

そ
の
頼
之

が
応
安
三

年
に
神
輿
造

替
を
見

返
り
に
土
倉

へ
の
課
役
を
持
ち

か
け
、
課
役
は
実
行

さ
れ
た
も

の
の
神
輿
造
替
は
実
現

す
る
こ
と

が
な
か

っ
た

（
下

坂
一
1
1
1
1

一
七

一

・
七
二
頁

）
。

事
態

は
、

康
暦
元

年

（
一
三
七

九
）

閏
四
月
の
政
変
（
康
暦
の
政
変
。
管
領
細
川
頼
之
を
追
放
）
に
よ
り
、
幕

政
の
実
権
を
握

っ
た
足
利
義
満

が
大

衆
懐
柔
へ
と

政
策
を
百

八
十
度
変
更

し
、
同
年
五
月

、
衆
徒
に
神
輿
造

替
事

業
の
再
開
を

通
達
し
た
こ
と

に
よ

り
動
き

出
し
、
翌

康
暦
二
年

六
月
二

五
日

に
造
替

が
成
就
す

る
（
以
上

、

下
坂
0
1三
九
頁

、
下
坂
１１‥一
七
五
頁

）
。

以

上

の
経
緯

を
み
れ
ば
、
衆
徒

の
怒
り

が
頼
之

に
向

け
ら
れ
た

の
は
当
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然
の
こ

と
で
あ
り
、『
日
吉
神
輿
御
入
洛
見

聞
略
記
』（
群
書
類
従
第
二

輯
。

下

坂
１１一
七
五
頁

に
以
下

の
引
用

部
分

を
含
む

一
節

の
読
み

下
し

文

が
載

る
）
は

、
頼
之

の
失
脚

を
「
為
二
神
罰
一
之
由

乗
二
人

口

こ

と
記

し
て

い

る
。ウ
ソ
の
寓
話
は
頼
之
の
名
を
挙

げ
て

は
い
な
い
が
、
武
家

が
我

が
も

の

顔

に
振
る
舞
い
、
公

家
が
疲
弊
し
て

い
る
状
況

を
描

い
た
後
に
、
日
吉

神

輿
造
替
無

き
こ

と
を
憂

い
て

い
る
の
で
あ
り

、
批
判
の
矛
先

が
武
家

に
向

か

っ
て

い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ

る
。

『
太
平

記
』
巻
四

〇
に
は

、
応
安

の
嗷
訴
の
導
火

線
と
な

っ
た
南
禅

寺

と
三
井
寺
と

の
確
執
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と

を
前
述
し
た
。
し
か
し

、
森

田
貴
之
0
9
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
応
安

の
嗷
訴

へ
と

発
展
す
る
そ

の
発

端

と
し
て
で

は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
を
意
図

的
に
回
避
し
、
単
発
的

に
収

束
し

た
事
件
と

し
て
描
か
れ
、
あ
く
ま
で
も

義
詮
の
逝
去
を
導
く
一

騒
動

と

し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て

い
る
」
。
森

田
0
9は
ま

た
、
細
川

頼
之
を
元

朝

の
帝

師
に
擬
え

て
い
る

『
太
平
記
』
巻
三
八

「
大
元

軍
之
事
」
を
と
り

あ

げ
、
「
こ
の
説
話

に
は
、
応

安
年
間

に
も
叡
山
で
喧

伝
さ
れ
て

い
た
禅
宗

亡

国
論
的

要
素

が
全
く
見

ら

れ
な

い
こ

と
」

に
注
意

を
促

す
。

さ
ら

に

『
太
平

記
』

の
末

尾
章
段

が
「
幕
府
の

新
体
制
を

言
祝
ぐ
姿

勢
」

を
見
せ

て

お
り

、
「
そ
の
成
立
環
境
は
幕
府
権
力

の
影
響
下

に
あ
っ
た
」
と
し
て

、

「
『
太
平
記
』

は
、
幕
府
が
最
終
的
な
監
修
を

主
導

す
る
形

で
、
五
山
僧

の

協
力

の
下
で

成
立
し
た
の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
」
と

結
ん
で

い
る
。

ま

た
、
『
太
平
記

』

の
細
川

頼
之
評

価
に

つ
い
て

、
大
坪

亮
介
1
2
は

、

大
尾
記
事

に
い
う
「
貞
永
貞
応
之
旧

規
」

が
か
つ
て

の
北
条
氏
の
土
地

政

策
を
指
し
、
頼
之
が
管
領
就
任
の
翌
年
、
応
安
元
年
に
発
布
し
た
「
寺
社

本
所
領
事
」
は
そ
の
具
体
的
な
裏
付
け
を
な
す
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
太
平
記
』
の
頼
之
評
価
と
ウ
ソ
の
寓
話
に
見
ら
れ
る

武
家
政
権
（
頼
之
）
批
判
と
は
異
質
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

お
わ
り
に
Ｉ

永
和
本
『
太
平
記
』
の
書
写
時
期

太
田
晶
二
郎
7
8「
例
言
」
の
三
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
平
記
後
付
の
（
嵯
峨
ノ
釈
迦
堂
立
札
》
の
部
分
は
、
太
平
記
の
本

体
と
同
筆
で
は
あ
る
が
、
同
時
引
続
い
て
の
書
写
で
は
な
く
、
時
を

異
に
し
た
書
記
の
や
う
に
見
え
る
筆
致
で
あ
る
。
是
の
こ
と
は
、
両

者
の
関
係
を
考
へ
る
上
に
重
要
で
あ
り
、
《
立
札
が
永
和
元
年
三
月

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
太
平
記
書
写
は
永
和
元
年
三
月
以
後
」
》

と
高
乗
氏
は
考
へ
て
を
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
或
い
は
寧
ろ
、
太
平
記

書
写
は
永
和
元
年
三
月
以
前
（
と
云
っ
て
も
、
さ
う
大
し
て
前
で
は

な
か
ら
う
が
）
と
す
る
可
能
性
も
無
い
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ら
う

か

。

小
秋
元
0
5は
、
ウ
ソ
の
寓
話
の
「
永
和
元
年
三
月
」
と
い
う
記
載
を
前

提
と
し
て
『
太
平
記
』
の
書
写
年
代
を
推
し
量
る
の
は
危
険
で
あ
り
、

「
太
田
氏
の
提
言
に
従
え
ば
、
永
和
本
『
太
平
記
』
は
応
安
年
間
以
前
の

書
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
現
時
点
で
そ
こ
ま
で
断
定
す
る
こ
と

は
避
け
て
お
き
た
い
」
と
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
永
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和
元
年
三
月
」
と
い
う
年
時
を
仮
構
さ
れ
た
も
の
と
し
て
退
け
る
必
要
の

な
い
こ
と
は
小
稿
の
二
に
述
べ
た
。
さ
ら
に
ウ
ソ
の
寓
話
と
太
平
記
巻
三

二
相
当
部
分
と
が
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
も
小
稿
の
三
に
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
寓
話
は
嵯
峨
の
釈
迦
堂
門
前
の
立
札
に
記
さ
れ

て
い
た
も
の
と
い
う
。

立
札
が
実
際
に
あ
り
《
雑
抄
》
が
そ
れ
を
採
録
し
た
の
か
、
《
雑
抄
》

編
者
自
身
に
よ
る
、
立
札
と
い
う
設
定
の
創
作
か
は
判
別
で
き
な
い
が
、

い
く
つ
か
の
資
料
を
覚
書
風
に
筆
録
し
て
い
る
《
雑
抄
》
の
性
格
か
ら
す

れ
ば
、
後
者
の
可
能
性
は
低
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
立
札
が
実
在

し
た
と
す
れ
ば
そ
の
筆
者
は
『
太
平
記
』
巻
三
二
を
意
識
し
て
表
現
を
練

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
表
現
の
類
似
は
偶
然
の
産
物
（
「
荊
棘
」
云
々
は

荒
廃
し
た
あ
り
さ
ま
の
一
般
的
な
表
現
に
は
ち
が
い
な
い
）
に
す
ぎ
な
い

の
か
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
立
札
を
採
録
し
、
『
太
平
記
』
巻
三
二

を
書
写
し
て
、
両
者
を
取
り
合
わ
せ
た
（
雑
抄
）
編
者
に
は
、
前
項
に
述

べ
た
よ
う
な
繋
が
り
が
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
小
稿
の
一
に

述

べ
た
よ
う
に
、
日
吉
社

を
中
核
と
す
る
《
雑
抄

》
の
関
心
の
あ
り
方

か

ら
は

、
ウ
ソ
の
寓
話
こ

そ

が
本

体
で
あ
り

、
『
太
平
記

』
巻
三
二

は
そ

れ

と
一
体
と
な
っ
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
つ
存
在
で
あ
る
。
こ
の
点
を
前
提

と
し
て
、
京
都
の
状
況
を
諷
す
る
ウ
ソ
の
寓
話
に
接
し
た
《
雑
抄
》
編
者

が
、

『
太
平
記
』
巻
三
二
の
描
く
内
容
を
現
下
の
疲
弊
の
遠
因
と
読
み
な
し
、

ウ
ソ

の
寓
話

の
前
に
配

置
し

た
、

と
想

定
す

る
の
で

あ

る
。
《
雑

抄
》
で
は
永
和
本

『
太
平
記

』
が
前
に
配
さ

れ
て

い
る
が
、
綴
じ

る
前

の

段
階
ま
で
想
定
す

れ
ば
、
ウ
ソ
の
寓
話
と

『
太
平
記

』
の
書
写
の

い
ず

れ

が
先
か
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
に
は
大
き
な
時
間
的
隔

た
り
は
な
く
、
前
述
の
よ
う
に
寓
話
の
成
立
が
応
安
年
間
に
は
遡
ら
な
い

で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
『
太
平
記
』
の
書
写
も
永
和
元
年
三
月
前

後
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
判
断
す
る
。
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